
 
えちご・ものづくりダイバーシティ・コンソーシアム規約 

 
第１章 総則 

 
（名称） 

第１条 本会の名称は「えちご・ものづくりダイバーシティ・コンソーシアム（英文名：
EchigoManufacturing Industry Consortium for Diversity、以下「コンソーシア
ム」という。）」とする。 

 
（目的） 

第２条 コンソーシアムは、新潟県内の工業、工学・デザイン系及び流通など関連業界に
おいて、多様な属性をもつ構成員が能力を発揮し活き活きと働けるダイバーシティ職場
環境を実現し波及させること及び人材育成を図ることにより、労働力を確保し、産業を
活性化させることを目的とする。 

 
（事業） 

第３条 コンソーシアムは、前項の目的を達成するため、次の事業を実施するための準備
及び、次の事業を行う。 

 
（１）ダイバーシティ職場環境の実現・波及及び、人材育成のために必要な事業 
（２）ダイバーシティ職場環境の実現・波及及び、人材育成の促進に必要な取組の検討、

推進、情報の収集及び発信、普及並びに啓発 
（３）その他コンソーシアムの目的を達成するために必要な事業 
 
 

第２章 役員 
 

（役員） 
第４条 コンソーシアムは、役員として、代表１名、副代表若干名を置く。 
 

（代表及び副代表） 
第５条 代表は、コンソーシアムを代表し、会務を総括する。 
２ 副代表は、代表を補佐し、代表不在時にはその会務を代行する。 
３ 代表及び副代表は、コンソーシアム設立時を除き、総会の決議により決定する。 
 

（任期） 
第６条 役員の任期は、原則として１年とする。ただし、再任を妨げない。 
 

（報酬） 
第７条 役員はいずれも無報酬とする。 



第３章 会員 
 

（会員） 
第８条 コンソーシアムの会員は、コンソーシアムの目的並びに事業に賛同する法人又は

その他の団体、個人事業主とする。 
 

（入会） 
第９条 会員になろうとする者は、所定の入会申込書を代表に提出し、役員による承認を

得るものとする。 
 

（退会） 
第１０条 会員は、会員の意思により任意に退会することができる。ただし、退会に際し

ては代表に届け出なければならない。 
２ 会員が解散したときは、退会したものとみなす。ただし、会員である法人が、吸収、

合併等による事由で解散する場合において会員が望む場合は、その権利及び義務は新法
人に継承される。 

３ 代表は、本規約を遵守しないとき、コンソーシアムの名誉若しくは信頼を棄損する行
為があったとき又は次の各号の一に該当すると認められるときは、当該会員を退会させ
ることができる。 

一 会員（個人又は法人その他の団体）が、暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等
に関する法律（平成３年法律第７７号）第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同
じ。）であるとき又は会員の役員等（個人である場合はその者、法人である場合は役員
又は支店若しくは営業所（常時契約を締結する事務所をいう。）の代表者、団体である
場合は代表者、理事等、その他経営に実質的に関与している者をいう。以下同じ。）
が、暴力団員（同法第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）であると
き。 

二 会員の役員等が、自己、自社若しくは第三者の不正の利益を図る目的又は第三者に損
害を与える目的をもって、暴力団又は暴力団員を利用するなどしているとき。 

三 会員の役員等が、暴力団又は暴力団員に対して、資金等を供給し、又は便宜を供与す
るなど直接的若しくは積極的に暴力団の維持、運営に協力し、若しくは関与していると
き。 

四 会員の役員等が、暴力団又は暴力団員であることを知りながら、これと社会的に非難
されるべき関係を有しているとき。 

 
 

第４章 組織 
 

（総会） 
第１１条 コンソーシアムは、その運営に関する意思決定機関として総会を置く。 
２ 総会は、会員をもって構成し、年１回程度開催するほか、代表が必要と認めた時に開

催することとし、必要に応じて、書面、リモート会議システム又は電子メールによる開



催とすることができる。 
３ 総会は、コンソーシアムの事業、並びに運営の基本的事項について審議し、決定す

る。 
４ 総会は、会員の３分の１の出席（代理出席、委任状を含む。）をもって成立する。 
５ 総会の議事は、出席者（代理出席、委任状を含む。）の過半数の同意をもって決する

ものとし、可否同数のときは、代表の決するところによる。 
６ 総会は、代表が招集し、議長を務める。 
 

（運営委員会） 
第１２条 コンソーシアムは、執行機関として運営委員会を置く。 
２ 運営委員会は、代表が指名する運営委員により構成される。 
３ 運営委員の任期は、原則として１年とする。ただし、再任を妨げない。 
４ 運営委員は、自らの任期中においては、代表が承認した場合のみ他の者に運営委員の

職を譲ることができる。ただし、新たに任命される委員の任期は、前任者の残任期間と
する。 

５ 運営委員会は、コンソーシアム全体の事業、次条に定めるワーキング・グループの設
置等コンソーシアムの運営に関する重要事項を審議し、決定する。 

６ 運営委員会は、必要に応じて書面、リモート会議システム又は電子メールにより開催
することができる。 

７ 運営委員会は、委員の３分の１の出席（代理出席、委任状を含む。）をもって成立す
る。 

８ 運営委員会の議事は、出席運営委員の過半数をもって決するものとし、可否同数のと
きは議長の決するところによる。 

９ 議長は、必要があると認めるときは、運営委員会に委員以外の出席を求め、説明又は
意見を聴くことができる。 

 
（事務局） 

第１３条 コンソーシアムに事務局を置き、コンソーシアムの運営に必要な事務を行う。 
 
 

第５章 補則 
 

（規約の変更） 
第１４条 本規約は、総会の決議により改正することができる。 
 

（解散） 
第１５条 コンソーシアムは、総会の決議により解散することができる。 
 

（その他） 
第１６条 この規約に定めるもののほかコンソーシアムの運営に関し必要な事項は、運営

委員会において定める。 



 
附 則 

１ この規約は、コンソーシアムの設立日である令和７年３月２５日から施行する。 
 
２ コンソーシアムの設立時における代表は、国立大学法人長岡技術科学大学に事務局を

置く期間においては、国立大学法人長岡技術科学大学長をもって充てる。 
３ コンソーシアム事務局は国立大学法人長岡技術科学大学から移行することができる。 
４ コンソーシアムの設立時における運営委員は、代表が指名する。 


